
発言できなかったので提出します。山田先輩、やり方わからなかったのでやっぱり添付しました。

テーマ決めについて
テーマ決定までの流れがもう少しわかるといいな…と思いました。
票が割れていたとの事でしたが、結局どのような形でNHKになったのか良くわかりませんでした。票数等を示しても良かったのではないでしょうか。特に意味はありませんが、個人的に気になりましたので。

ペア制度について
毎回ペアの先輩がいてくださったので、ペア制度は成り立っていたと個人的には感じています。
いろいろ話す事ができ、教えてもらえたので良かったです。
改善は、反省会で出ていたみたいなグループ制がいいと思います。（グループの人が自分以外いない事のないような）

スケジュールについて
先輩方がやることを指示してくださるので、方針などが決まっていて良かったと思います。
ただ、先輩に頼り過ぎなのかな…と思いました。

途中の進行について
例年よりすごく良い進行だったとのことでその通りなんだなぁとも思いますが、てきぱきやっていたらもっと早く進んでいたのかもしれないと思われます。


仕事のわりふりについて
1年生として扱ってもらえたので良かったのですが、最後の方はそれに甘えて何もできませんでした(やりませんでした？)。

情報共有について
休んでいてもサイトの情報を読めたので良かったです。
個人的には、サイトが有効活用されていたと思います。


レジュメ完成から読み上げ原稿完成について
休んでいて何もしませんでした。大変申し訳ありませんでした。（車校が忙しかったのは事実です）
担当者にまかせっきりの状態だったと思います。

先生との打ち合わせについて
しっかりした準備をして、早めに先生に見せてそれを直しながら完成に近付けていくのはとても効率の良い方法なんだなぁと思いました。


発表当日について
マイクと録音についてはあらかじめ準備が必要なのだと思いました。
さくらはちらべなくてもばれないのではないかとか思いましたが、やっぱばれてるんですかね?!

その他気になったこと
何度も自分なんて何の役にも立てていないと思いました。部会に参加しても参加できてない気分でした。
結局終了した今も正直やり遂げたという達成感はあまり感じられません。それだけ協力できてなくて先輩にまかせきりだったということですよね。本当にごめんなさい。

&いつも発表がすごいので自分はこんな風にはできないと思って自信がなくなります。
今回も皆さん発表がとても上手だなぁと思いながら見てました。

それから学年を隔てない過ごし方をした方がいいとの意見にも賛成でした。学年に関わらず、１人でいる時に誰かに声かけてほしかったです。さびしかったし、目の前で複数のかたまりになって盛り上がっている中、１人で部会教室にいる事が嫌で嫌で耐えきれなくて帰りたくなる日が結構ありました。できるだけ参加はしていましたが。でも、自分は嫌われているから孤立するんだなとかいろいろ考えちゃって正直それが苦でした。
